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第1章

1 イエス・キリストの使徒ペテロから、ポントス、ガラテヤ、カパドキア、アジア、ビティニア

に散って寄留している選ばれた人たち、すなわち、

2 父なる神の予知のままに、御霊による聖別によって、イエス・キリストに従うように、またそ

の血の注ぎかけを受けるように選ばれた人たちへ。恵みと平安が、あなたがたにますます豊か

に与えられますように。

3 私たちの主イエス・キリストの父である神がほめたたえられますように。神は、ご自分の大き

なあわれみのゆえに、イエス・キリストが死者の中からよみがえられたことによって、私たち

を新しく生まれさせ、生ける望みを持たせてくださいました。

4 また、朽ちることも、汚れることも、消えて行くこともない資産を受け継ぐようにしてくださ

いました。これらは、あなたがたのために天に蓄えられています。

5 あなたがたは、信仰により、神の御力によって守られており、終わりの時に現されるように用

意されている救いをいただくのです。

6 そういうわけで、あなたがたは大いに喜んでいます。今しばらくの間、様々な試練の中で悲し

まなければならないのですが、

7 試練で試されたあなたがたの信仰は、火で精錬されてもなお朽ちていく金よりも高価であり、

イエス・キリストが現れるとき、称賛と栄光と誉れをもたらします。

8 あなたがたはイエス・キリストを見たことはないけれども愛しており、今見てはいないけれど

も信じており、ことばに尽くせない、栄えに満ちた喜びに躍っています。

9 あなたがたが、信仰の結果であるたましいの救いを得ているからです。

10 この救いについては、あなたがたに対する恵みを預言した預言者たちも、熱心に尋ね求め、細

かく調べました。

11 彼らは、自分たちのうちにおられるキリストの御霊が、キリストの苦難とそれに続く栄光を前

もって証ししたときに、だれを、そしてどの時を指して言われたのかを調べたのです。

12 彼らは、自分たちのためではなく、あなたがたのために奉仕しているのだという啓示を受けま

した。そして彼らが調べたことが今や、天から遣わされた聖霊により福音を語った人々を通し

て、あなたがたに告げ知らされたのです。御使いたちもそれをはっきり見たいと願っていま

す。

13 ですから、あなたがたは心を引き締め、身を慎み、イエス・キリストが現れるときに与えられ

る恵みを、ひたすら待ち望みなさい。

14 従順な子どもとなり、以前、無知であったときの欲望に従わず、

15 むしろ、あなたがたを召された聖なる方に倣い、あなたがた自身、生活のすべてにおいて聖な

る者となりなさい。

16 「あなたがたは聖なる者でなければならない。わたしが聖だからである」と書いてあるからで

す。

17 また、人をそれぞれのわざにしたがって公平にさばかれる方を父と呼んでいるのなら、この世

に寄留している時を、恐れつつ過ごしなさい。

18 ご存じのように、あなたがたが先祖伝来のむなしい生き方から贖い出されたのは、銀や金のよ

うな朽ちる物にはよらず、

19 傷もなく汚れもない子羊のようなキリストの、尊い血によったのです。



20 キリストは、世界の基が据えられる前から知られていましたが、この終わりの時に、あなたが

たのために現れてくださいました。

21 あなたがたは、キリストを死者の中からよみがえらせて栄光を与えられた神を、キリストによ

って信じる者です。ですから、あなたがたの信仰と希望は神にかかっています。

22 あなたがたは真理に従うことによって、たましいを清め、偽りのない兄弟愛を抱くようになっ

たのですから、きよい心で互いに熱く愛し合いなさい。

23 あなたがたが新しく生まれたのは、朽ちる種からではなく朽ちない種からであり、生きた、い

つまでも残る、神のことばによるのです。

24 「人はみな草のよう。 その栄えはみな草の花のようだ。 草はしおれ、 花は散る。

25 しかし、主のことばは永遠に立つ」 とあるからです。 これが、あなたがたに福音として宣べ

伝えられたことばです。

第2章

1 ですからあなたがたは、すべての悪意、すべての偽り、偽善やねたみ、すべての悪口を捨て

て、

2 生まれたばかりの乳飲み子のように、純粋な、霊の乳を慕い求めなさい。それによって成長

し、救いを得るためです。

3 あなたがたは、主がいつくしみ深い方であることを、確かに味わいました。

4 主のもとに来なさい。主は、人には捨てられたが神には選ばれた、尊い生ける石です。

5 あなたがた自身も生ける石として霊の家に築き上げられ、神に喜ばれる霊のいけにえをイエ

ス・キリストを通して献げる、聖なる祭司となります。

6 聖書にこう書いてあるからです。 「見よ、わたしはシオンに、選ばれた石、 尊い要石を据え

る。 この方に信頼する者は 決して失望させられることがない。」

7 したがってこの石は、信じているあなたがたには尊いものですが、信じていない人々にとって

は、「家を建てる者たちが捨てた石、それが要の石となった」のであり、

8 それは「つまずきの石、妨げの岩」なのです。彼らがつまずくのは、みことばに従わないから

であり、また、そうなるように定められていたのです。

9 しかし、あなたがたは選ばれた種族、王である祭司、聖なる国民、神のものとされた民です。

それは、あなたがたを闇の中から、ご自分の驚くべき光の中に召してくださった方の栄誉を、

あなたがたが告げ知らせるためです。

10 あなたがたは以前は神の民ではなかったのに、今は神の民であり、あわれみを受けたことがな

かったのに、今はあわれみを受けています。

11 愛する者たち、私は勧めます。あなたがたは旅人、寄留者なのですから、たましいに戦いを挑

む肉の欲を避けなさい。

12 異邦人の中にあって立派にふるまいなさい。そうすれば、彼らがあなたがたを悪人呼ばわりし

ていても、あなたがたの立派な行いを目にして、神の訪れの日に神をあがめるようになりま

す。

13 人が立てたすべての制度に、主のゆえに従いなさい。それが主権者である王であっても、

14 あるいは、悪を行う者を罰して善を行う者をほめるために、王から遣わされた総督であって

も、従いなさい。



15 善を行って、愚かな者たちの無知な発言を封じることは、神のみこころだからです。

16 自由な者として、しかもその自由を悪の言い訳にせず、神のしもべとして従いなさい。

17 すべての人を敬い、兄弟たちを愛し、神を恐れ、王を敬いなさい。

18 しもべたちよ、敬意を込めて主人に従いなさい。善良で優しい主人だけでなく、意地悪な主人

にも従いなさい。

19 もしだれかが不当な苦しみを受けながら、神の御前における良心のゆえに悲しみに耐えるな

ら、それは神に喜ばれることです。

20 罪を犯して打ちたたかれ、それを耐え忍んでも、何の誉れになるでしょう。しかし、善を行っ

て苦しみを受け、それを耐え忍ぶなら、それは神の御前に喜ばれることです。

21 このためにこそ、あなたがたは召されました。 キリストも、あなたがたのために苦しみを受

け、 その足跡に従うようにと、 あなたがたに模範を残された。

22 キリストは罪を犯したことがなく、 その口には欺きもなかった。

23 ののしられても、ののしり返さず、 苦しめられても、脅すことをせず、 正しくさばかれる方

にお任せになった。

24 キリストは自ら十字架の上で、 私たちの罪をその身に負われた。 それは、私たちが罪を離

れ、 義のために生きるため。 その打ち傷のゆえに、あなたがたは癒やされた。

25 あなたがたは羊のようにさまよっていた。 しかし今や、自分のたましいの牧者であり 監督者

である方のもとに帰った。

第3章

1 同じように、妻たちよ、自分の夫に従いなさい。たとえ、みことばに従わない夫であっても、

妻の無言のふるまいによって神のものとされるためです。

2 夫は、あなたがたの、神を恐れる純粋な生き方を目にするのです。

3 あなたがたの飾りは、髪を編んだり金の飾りを付けたり、服を着飾ったりする外面的なもので

あってはいけません。

4 むしろ、柔和で穏やかな霊という朽ちることのないものを持つ、心の中の隠れた人を飾りとし

なさい。それこそ、神の御前で価値あるものです。

5 かつて、神に望みを置いた敬虔な女の人たちも、そのように自分を飾って、夫に従ったので

す。

6 たとえば、サラはアブラハムを主と呼んで従いました。どんなことをも恐れないで善を行うな

ら、あなたがたはサラの子です。

7 同じように、夫たちよ、妻が自分より弱い器であることを理解して妻とともに暮らしなさい。

また、いのちの恵みをともに受け継ぐ者として尊敬しなさい。そうすれば、あなたがたの祈り

は妨げられません。

8 最後に言います。みな、一つ思いになり、同情し合い、兄弟愛を示し、心の優しい人となり、

謙虚でありなさい。

9 悪に対して悪を返さず、侮辱に対して侮辱を返さず、逆に祝福しなさい。あなたがたは祝福を

受け継ぐために召されたのです。



10 「いのちを愛し、 幸せな日々を見ようと願う者は、 舌に悪口を言わせず、 唇に欺きを語らせ

るな。

11 悪を離れて善を行い、 平和を求め、それを追え。

12 主の目は正しい人たちの上にあり、 主の耳は彼らの叫びに傾けられる。 しかし主の顔は、 悪

をなす者どもに敵対する。」

13 もしあなたがたが良いことに対して熱心であるなら、だれがあなたがたに害を加えるでしょ

う。

14 たとえ義のために苦しむことがあっても、あなたがたは幸いです。人々の脅かしを恐れたり、

おびえたりしてはいけません。

15 むしろ、心の中でキリストを主とし、聖なる方としなさい。あなたがたのうちにある希望につ

いて説明を求める人には、だれにでも、いつでも弁明できる用意をしていなさい。

16 ただし、柔和な心で、恐れつつ、健全な良心をもって弁明しなさい。そうすれば、キリストに

あるあなたがたの善良な生き方をののしっている人たちが、あなたがたを悪く言ったことを恥

じるでしょう。

17 神のみこころであるなら、悪を行って苦しみを受けるより、善を行って苦しみを受けるほうが

よいのです。

18 キリストも一度、罪のために苦しみを受けられました。正しい方が正しくない者たちの身代わ

りになられたのです。それは、肉においては死に渡され、霊においては生かされて、あなたが

たを神に導くためでした。

19 その霊においてキリストは、捕らわれている霊たちのところに行って宣言されました。

20 かつてノアの時代に、箱舟が造られていた間、神が忍耐して待っておられたときに従わなかっ

た霊たちにです。その箱舟に入ったわずかの人たち、すなわち八人は、水を通って救われまし

た。

21 この水はまた、今あなたがたをイエス・キリストの復活を通して救うバプテスマの型なので

す。バプテスマは肉の汚れを取り除くものではありません。それはむしろ、健全な良心が神に

対して行う誓約です。

22 イエス・キリストは天に上り、神の右におられます。御使いたちも、もろもろの権威と権力

も、この方に服従しているのです。

第4章

1 キリストは肉において苦しみを受けられたのですから、あなたがたも同じ心構えで自分自身を

武装しなさい。肉において苦しみを受けた人は、罪との関わりを断っているのです。

2 それは、あなたがたが地上での残された時を、もはや人間の欲望にではなく、神のみこころに

生きるようになるためです。

3 あなたがたは異邦人たちがしたいと思っていることを行い、好色、欲望、泥酔、遊興、宴会騒

ぎ、律法に反する偶像礼拝などにふけりましたが、それは過ぎ去った時で十分です。

4 異邦人たちは、あなたがたが一緒に、度を越した同じ放蕩に走らないので不審に思い、中傷し

ますが、

5 彼らは、生きている者と死んだ者をさばこうとしておられる方に対して、申し開きをすること

になります。



6 このさばきがあるために、死んだ人々にも生前、福音が宣べ伝えられていたのです。彼らが肉

においては人間としてさばきを受けても、霊においては神によって生きるためでした。

7 万物の終わりが近づきました。ですから、祈りのために、心を整え身を慎みなさい。

8 何よりもまず、互いに熱心に愛し合いなさい。愛は多くの罪をおおうからです。

9 不平を言わないで、互いにもてなし合いなさい。

10 それぞれが賜物を受けているのですから、神の様々な恵みの良い管理者として、その賜物を用

いて互いに仕え合いなさい。

11 語るのであれば、神のことばにふさわしく語り、奉仕するのであれば、神が備えてくださる力

によって、ふさわしく奉仕しなさい。すべてにおいて、イエス・キリストを通して神があがめ

られるためです。この方に栄光と力が世々限りなくありますように。アーメン。

12 愛する者たち。あなたがたを試みるためにあなたがたの間で燃えさかる試練を、何か思いがけ

ないことが起こったかのように、不審に思ってはいけません。

13 むしろ、キリストの苦難にあずかればあずかるほど、いっそう喜びなさい。キリストの栄光が

現れるときにも、歓喜にあふれて喜ぶためです。

14 もしキリストの名のためにののしられるなら、あなたがたは幸いです。栄光の御霊、すなわち

神の御霊が、あなたがたの上にとどまってくださるからです。

15 あなたがたのうちのだれも、人殺し、盗人、危害を加える者、他人のことに干渉する者とし

て、苦しみにあうことがないようにしなさい。

16 しかし、キリスト者として苦しみを受けるのなら、恥じることはありません。かえって、この

ことのゆえに神をあがめなさい。

17 さばきが神の家から始まる時が来ているからです。それが、まず私たちから始まるとすれば、

神の福音に従わない者たちの結末はどうなるのでしょうか。

18 「正しい者がかろうじて救われるのなら、 不敬虔な者や罪人はどうなるのか。」

19 ですから、神のみこころにより苦しみにあっている人たちは、善を行いつつ、真実な創造者に

自分のたましいをゆだねなさい。

第5章

1 私は、あなたがたのうちの長老たちに、同じ長老の一人として、キリストの苦難の証人、やが

て現される栄光にあずかる者として勧めます。

2 あなたがたのうちにいる、神の羊の群れを牧しなさい。強制されてではなく、神に従って自発

的に、また卑しい利得を求めてではなく、心を込めて世話をしなさい。

3 割り当てられている人たちを支配するのではなく、むしろ群れの模範となりなさい。

4 そうすれば、大牧者が現れるときに、あなたがたは、しぼむことのない栄光の冠をいただくこ

とになります。

5 同じように、若い人たちよ、長老たちに従いなさい。みな互いに謙遜を身に着けなさい。

「神は高ぶる者には敵対し、 へりくだった者には恵みを与えられる」 のです。

6 ですから、あなたがたは神の力強い御手の下にへりくだりなさい。神は、ちょうど良い時に、

あなたがたを高く上げてくださいます。



7 あなたがたの思い煩いを、いっさい神にゆだねなさい。神があなたがたのことを心配してくだ

さるからです。

8 身を慎み、目を覚ましていなさい。あなたがたの敵である悪魔が、吼えたける獅子のように、

だれかを食い尽くそうと探し回っています。

9 堅く信仰に立って、この悪魔に対抗しなさい。ご存じのように、世界中で、あなたがたの兄弟

たちが同じ苦難を通ってきているのです。

10 あらゆる恵みに満ちた神、すなわち、あなたがたをキリストにあって永遠の栄光の中に招き入

れてくださった神ご自身が、あなたがたをしばらくの苦しみの後で回復させ、堅く立たせ、強

くし、不動の者としてくださいます。

11 どうか、神のご支配が世々限りなくありますように。アーメン。

12 忠実な兄弟として私が信頼しているシルワノによって、私は簡潔に書き送り、勧めをし、これ

が神のまことの恵みであることを証ししました。この恵みの中にしっかりと立っていなさい。

13 あなたがたとともに選ばれたバビロンの教会と、私の子マルコが、あなたがたによろしくと言

っています。

14 愛の口づけをもって互いにあいさつを交わしなさい。 キリストにあるあなたがたすべての者

に、平安がありますように。


